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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月11日(2015.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学組成物であって、
　バッテリー活性金属陽イオンおよび反応性陰イオンの水混和性溶液と；
　ヘキサメチレンテトラミン、カルボヒドラジド、シュウ酸ジヒドラジド、マロン酸ジヒ
ドラジド、マレイン酸ヒドラジド、ジホルミルヒドラジド、テトラホルマルトリサジン、
ならびにこれらの組合せおよび誘導体からなる群から選択される水混和性有機材料と
を含む、化学組成物。
【請求項２】
　反応性陰イオンが、硝酸塩、酢酸塩、クエン酸塩、酒石酸塩、アジ化物、アミド、およ
びこれらの組合せまたは誘導体からなる群からの１種または複数の陰イオンを含む、請求
項１に記載の化学組成物。
【請求項３】
　燃料をさらに含む、請求項１に記載の化学組成物。
【請求項４】
　水混和性溶液が、リチウム、ニッケル、コバルト、および鉄からなる群からの１種また
は複数の金属を含む、請求項１に記載の化学組成物。
【請求項５】
　水混和性燃料およびアルコールをさらに含む、請求項２に記載の化学組成物。
【請求項６】
　水混和性有機材料が、化学組成物の約０．１重量パーセントから約１０重量パーセント
の間にある、請求項１に記載の化学組成物。
【請求項７】
　水混和性溶液が、２種以上の標準モル溶液のブレンドである、請求項１に記載の化学組
成物。
【請求項８】
　水混和性有機材料が、アミノ化合物およびアルコールを含む、請求項７に記載の化学組
成物。
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【請求項９】
　電気化学的材料を形成する方法であって、
　それぞれが、水混和性溶媒中に溶解された電気化学的前駆体の塩からなる、複数の標準
モル溶液をブレンドすることによって、電気化学的前駆体の溶液を形成すること；
　溶液と、アミノ化合物を含む水混和性材料とをブレンドして、前駆体ブレンドを形成す
ること；および
　前駆体ブレンドにエネルギーを加えることにより、前駆体ブレンドを反応させ、電気化
学的粉末を形成すること
を含む、方法。
【請求項１０】
　各電気化学的前駆体の塩が、硝酸塩、酢酸塩、クエン酸塩、酒石酸塩、アジ化物、また
はアミドである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　水混和性材料が、尿素、グリシン、ヘキサメチレンテトラミン、カルボヒドラジド、シ
ュウ酸ジヒドラジド、マロン酸ジヒドラジド、マレイン酸ヒドラジド、ジホルミルヒドラ
ジド、テトラホルマルトリサジン、ならびにこれらの組合せおよび誘導体からなる群から
選択される化合物を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　各電気化学的前駆体の塩が硝酸塩である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前駆体ブレンドにエネルギーを加えることが、前駆体ブレンドを電気化学的材料の粉末
に変換する火炎スプレープロセスを行うことを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　電気化学的粉末を導電性基板上に堆積することをさらに含む、請求項９に記載の方法。
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